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外
務
省
と
あ
る
特
定
の
国
会
議
員
の
過
去
の
関
係
が
我
が
国
の
国
益
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
に
関
す
る
第
三
回
質

問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
四
四
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。
な
お
、
外
務
省
に
お
か
れ
て
は
、
無

駄
に
同
じ
答
弁
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
当
方
の
質
問
の
趣
旨
を
正
確
に
捉
え
た
上
で
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

一

二
〇
〇
一
年
九
月
よ
り
監
察
査
察
担
当
の
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
元
最
高
裁
判
所
判
事
の
園
部
逸
夫
氏
を
長
と

し
て
、
外
務
省
と
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
の
関
係
に
係
る
調
査
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
付
で
当
時
の
川
口
順

子
外
務
大
臣
に
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
文
書
（
以
下
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
で
、
国
後
島
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
と
桟
橋
の
改
修
工
事
の
入
札
決
定
の
過

程
で
、
当
方
と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
社
会
通
念
を
超
え
た
異
常
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
き
、
外
務
省
は
過
去
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
六
六
号
）
で
「
御
指
摘
の
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼

宿
泊
施
設
建
設
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
北
海
道
内
で
は
な
く
根
室
管
内
に

本
社
を
有
す
る
者
に
同
資
格
を
改
め
る
よ
う
外
務
省
職
員
に
求
め
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と

し
て
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
、
「
御
指
摘
の
国
後
島
桟

一



橋
改
修
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
同
工
事
の
施
工
に
地
元
業
者
を
使
う
よ
う

外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に
強
く
要
望
す
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て

は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
右

の
ど
こ
が
具
体
的
に
ど
う
社
会
通
念
に
反
す
る
の
か
と
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先

の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
六
六
号
）
二
に
つ
い
て
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と

お
り
で
あ
る
。
」
と
、
質
問
の
趣
旨
を
全
く
無
視
し
た
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

北
方
四
島
人
道
支
援
事
業
に
お
け
る
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
に
関
し
、

�

入
札
参
加
資
格
を
北
海
道
内
で
は
な
く
根
室
管
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業
と
改
め
る
よ
う
外
務
省
職
員
に
求
め
た

�

入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
同
工
事
の
施
工
に
地
元
業
者
を
使
う
様
、
外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に

強
く
要
望
し
た

の
右
二
点
を
当
方
が
行
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
な
ぜ
社
会
通
念
に
反
す
る
と
い
う
の
か
、
再
度
質
問
す
る
。
当
方
は
現
在
係

争
中
で
あ
り
、
右
二
点
に
あ
る
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
起
訴
を
さ
れ
て
お
ら
ず
、
刑
事
責

任
を
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
右
二
点
の
当
方
の
行
い
は
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
お
か
し
い
と
外
務
省
が
考
え
る
根

二



拠
を
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
等
の
我
が
国
に
よ
る
北
方
領
土
人
道
支
援
に
つ
い

て
は
、
根
室
管
内
市
町
が
北
方
領
土
問
題
原
点
の
地
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
北
方
領
土
に
お
け
る
人
道
支
援
を
行
う
際
に

は
、
こ
れ
ら
根
室
管
内
市
町
に
配
慮
し
、
同
地
域
の
地
元
業
者
を
優
先
す
る
旨
の
約
束
（
以
下
、
「
約
束
」
と
い
う
。
）

が
、
同
地
域
の
市
町
と
外
務
省
と
の
間
で
な
さ
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
。
そ
れ
な
の
に
、
例
え
ば
平
成
五
年
、
国
際
機
関
で

あ
る
支
援
委
員
会
に
拠
出
し
た
資
金
を
用
い
て
、
人
道
支
援
の
一
環
と
し
て
国
後
島
に
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を
建
設
し
た
際
も
、

地
元
業
者
で
は
な
く
、
他
地
域
の
大
手
業
者
が
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
建
設
を
落
札
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
苦
情
を
根

室
管
内
市
町
よ
り
受
け
て
、
当
方
が
外
務
省
に
問
い
質
し
た
こ
と
は
あ
る
。
実
際
に
、
平
成
六
年
十
一
月
七
日
、
右
の
約
束

を
履
行
す
る
旨
の
要
請
が
根
室
管
内
の
市
町
よ
り
な
さ
れ
、
外
務
省
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
当
方
は
承
知
し
、

そ
の
要
請
書
（
以
下
、
「
要
請
書
」
と
い
う
。
）
の
写
し
を
今
も
保
有
し
、
現
に
本
年
六
月
十
八
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意

書
（
質
問
第
五
六
五
号
）
に
お
い
て
そ
れ
を
添
付
し
て
い
る
。
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
外
務
省
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二

十
年
六
月
十
七
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
九
四
号
）
六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て
及
び
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
六
月
二
十

四
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
五
六
五
号
）
四
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の

三



『
約
束
』
や
『
要
請
書
』
の
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
当
方
が
添
付
し
た
「
要
請
書
」
の
写
し
を
外

務
省
は
確
認
し
て
い
る
か
。
確
認
し
て
い
る
、
し
て
い
な
い
の
ど
ち
ら
か
に
よ
る
、
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

三

当
方
が
添
付
し
た
「
要
請
書
」
は
、
当
方
が
勝
手
に
作
成
し
た
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
る
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る

か
。

四

外
務
省
が
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
北
海
道
根
室
管
内
の
市
町
と
外
務
省
の
間
で
当
時
「
約
束
」

は
交
わ
さ
れ
、
平
成
六
年
当
時
、
根
室
市
役
所
で
間
違
い
な
く
作
成
さ
れ
、
そ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
様
に
、
当
時
の
大
矢

快
治
根
室
市
長
と
小
林
正
輔
根
室
商
工
会
議
所
会
頭
に
よ
り
、
当
時
の
野
村
一
成
外
務
省
欧
亜
局
長
、
八
木
毅
欧
亜
局
Ｎ
Ｉ

Ｓ
支
援
室
長
、
山
本
広
行
欧
亜
局
Ｎ
Ｉ
Ｓ
支
援
室
首
席
事
務
官
、
星
達
男
支
援
委
員
会
事
務
局
長
の
四
名
に
「
要
請
書
」
は

手
渡
さ
れ
て
い
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
右
の
事
実
を
あ
く
ま
で
も
否
定
す
る
考
え
で
い
る
の
か
。
二
の
答
弁
で
「
外
務
省

と
し
て
は
、
御
指
摘
の
『
約
束
』
や
『
要
請
書
』
の
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
。
」
と
あ
る
の
は
、
外
務
省
と
し
て
は
「
約

束
」
と
「
要
請
書
」
の
存
在
を
確
認
で
き
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
存
在
を
明
確
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

五

実
際
に
根
室
管
内
の
市
町
と
外
務
省
の
間
で
「
約
束
」
が
交
わ
さ
れ
、
当
時
の
根
室
市
長
に
よ
り
外
務
省
の
担
当
責
任
者

四



に
対
し
て
「
要
請
書
」
が
手
渡
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
当
方
が
そ
の
遵
守
を
外
務
省
に
求
め
て
も
何
ら
社
会
通
念
に
反
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
及
び
一
の
答
弁
の
内
容
は
、
何
の
根
拠
も
な
い
著
し
く
説
得
力
に
欠
け
た
も
の
に
な

る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

六

外
務
省
と
し
て
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
及
び
一
の
答
弁
の
内
容
は
正
し
い
と
あ
く
ま
で
も
主
張
す
る
の
な
ら
、
「
約
束
」
や

「
要
請
書
」
に
も
触
れ
た
上
で
、
当
方
と
外
務
省
の
関
係
が
社
会
通
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
を
明
確
に
示

さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
れ
は
当
方
の
名
誉
、
ひ
い
て
は
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
、
外
務
省
に
お
い
て
は
曖
昧
な

答
弁
で
茶
を
濁
す
こ
と
な
く
、
明
快
か
つ
詳
細
な
答
弁
を
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

五


